
  

 毎日暑い日が続いています。体調管理に気を付けて行きたいですね。先週より体調を崩すお友だち

が出てきました。熱があった時、体調がすぐれない時にはご連絡いたしますのでお迎えをよろしくお

願い致します。引き続き毎日の健康観察と検温をよろしくお願いします。 
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 ●ＲＳウイルス感染症の主な症状 

    風邪と同様で、鼻水や発熱、せきです。乳幼児はせきで嘔吐（おうと）したり、呼吸が苦 

  しくて哺乳できなくなるなど重症化する恐れがあります。一般的には秋から冬にかけての時 

季に流行し、子どもの約７０％が３歳までに罹患（りかん）します。 

   その後も繰り返し感染しますが、初めて感染した年齢が低いほど重症化する傾向がありま 

す。成長とともに症状は軽くなっていきます。大人になっても感染しますが、症状の見かけ 

は風邪と区別がつきません。 

 

 ●今年は夏場の今、流行しています 

    今年は５月ぐらいから流行が始まり、幼稚園や保育園では集団感染の報告もあります。  

例年に比べ流行が早いのは新型コロナウイルスと関係しているといった説もありますが、因

果関係は不明です。気掛かりなのは昨年はＲＳウイルスが流行しなかったこと。免疫がない

子どもが多いということは今後、さらなる流行の拡大が懸念されます。 

                                    

 ●受診するかどうかを見極めるポイント 

   

 

 

 

 ●どんな治療になるか 

   

 

 ●予防する方法 

   

 

 Ｑ 回復後、幼稚園や保育園などに登園させるタイミングを教えてください。 

 Ａ  

先週から熱が出てお休みをしたお友だちの中に 

RSウイルス感染症と診断されたお友だちがいました。 
RSウイルス感染症 

 

長引かないためにも 

無理せずしっかり 

治しましょう！ 

昨今、風邪の症状が出ると新型コロナ感染症が思い浮かびますが、コロナを恐れるあまり

子どもの受診を控えることはないようにお願いします。特に生後３カ月未満は重症化する

ことがあり、風邪のような症状があったら早めの受診を心掛けてください。「ぜーぜー、ひ

ゅーひゅー」といった苦しげな呼吸など、症状の悪化が見られる場合は早急に受診してくだ

さい。 

ＲＳウイルス感染症に特効薬はありません。熱を下げ、鼻水やせきを和らげる対症療法に

加え、吸入や点滴を行うこともあります。細気管支炎が重症化している場合は入院が必要に

なります。 

風邪のように見える兄や姉のような年長児や大人からも感染しますし、幼稚園や保育園な

どの集団生活で感染が広がるため予防はとても困難です。特に乳幼児はマスクや手洗いが難

しいこともあり、周囲が消毒や手洗い、うがいといった対策を講じることが大切です。 

 
インフルエンザと異なり、登園停止などの基準はありませ

ん。ただ、ＲＳウイルスは感染力が強いので、熱が下がっ

たら即日ではなく、余裕を持って少し休ませてから登園さ

せてください。 

 


